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布の間に綿をはさんで綴じる）から成り立っており、そ
の工程にミシンを使うことから、ミシンキルトという通
称名が一般的に使われるようになった。（中略）１980年代
からミシンを使ったパッチワークは、流行の兆しを見せ
ていた。（中略）もはや欧米諸国と同レベルで、同時進行
しているこれらの布を使った手芸における需要は、繊維
製品のリサイクルという側面でとらえる事ができるの
ではないだろうか。」と述べている１２）。また、佃は洋服の
リフォームに関して、「これまで、一度手にした衣類を
『リペア』にとらわれず、『作り直し・作り変え永く愛用す
る』という方向性そのものが欠落していた。全国の大型
ショッピングセンターには必ず入っているであろう業種
でありながら、循環型社会を目指す！という社会の流れ
の中で何の協力も求められていないという事実は悲しい
限りである。力不足を痛感している。利用者が持ち込む
衣服には『愛着』がある。それを『種』として新しい自分を
創り出してゆく。深層意識の奥深く潜んでいる何かを『光
の世界』へと甦らせる。この行動が当たり前になった時、
リデュース、リサイクルが息づく社会になっていること
と思われる。」と述べている１3）。
　このようにリユース・リサイクルの観点から非常に困
難とされる繊維製品に関して様々な挑戦が今後とも望ま
れる。
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図５　裂織布の摩耗試験結果
